
追加資料 参加銀行コメント:  
 

各参加銀行からのコメントは以下の通りです。（銀行名アルファベット順）  
 
「SWIFT gpi とオーストラリアの NPPや同様の他国のリアルタイム決済インフラとの接続は自然な

発展と言えます。他のインフラとの接続方法を研究することは時差とカットオフタイムの制約から離
れ我々の顧客に外国送金のリアルタイム化を提供することにつながるでしょう」- Mark Evans, 
Managing Director of Transaction Banking, ANZ 
 

“「Bangkok Bank は SWIFTとの外国送金のリアルタイム化の研究に興奮を禁じえません。この研究に
よりグローバルな送金市場への接続が更に深まり、スピードと透明性の向上がもたらされるでしょう。
この試みは我々の顧客にとってより効率的かつ予見可能な決済を可能にするでしょう。」 - 
Pongbhoka Buddhi-Baedya, Head of Global Payment Services, Bangkok Bank 

“CBA はオーストラリアにおける大手 gpi銀行であり NPPの最初期ライブ銀行でもあります。我々の
顧客の NPP利利用率は極めて高く NPPと gpiの 2つの組み合わせが提供できる機能に強い期待を持っ
ています。」- Michael Eidel, Executive General Manager, Cash-flow and Transaction Services, 
Commonwealth Bank  

 
「DBS は SWIFT gpi の実利用を行ったアジア最初の銀行であることを誇りにしています。gpiにより
企業は外国送金の追跡がリアルタイムで可能になり受取人口座への入金完了情報が明確にわかるよう

になりました。オンデマンドで送金状態がわかる追跡機能は企業の外国送金体験を大きく変えバイヤ
ー・セラー間の金融・サプライチェーンをより強固なものにする一方、顧客照会の削減にも役立って
います」- Navinder Duggal, Group Head of Cash Product Management, DBS 
 

「新しいリアルタイム外国送金を活用することで外国送金に関わる効率性は顕著に高まることが予想
され、アジアパシフィック域内の市場へのアクセスが高度化されるでしょう。当行は内部資源の統合
によりこのサービスの研究開発を促進し海外拠点を含めた対応を準備します」 - Peng Hua, Deputy 
General Manager, Operation Management Department, ICBC 

 
「近い将来海外送金のリアルタイム化は標準となるでしょう。SWIFT gpiは多くの実践的に有効な実
績を残しており、全ての関係者にとってより簡素化された外国送金を提供しています」 - Silawat 
Santivisat, Executive Vice President, Corporate Product and Service Division, Kasikornbank 
 
「絶え間なく顧客サービスを改善することが求められることを踏まえ、API技術を活用して共同開発
することが本件の鍵を握るでしょう。外国送金のリアルタイム化は顧客に重要なメリットをもたらし

ます。」 - Paul Franklin, General Manager, Payments, Customer Products & Services, National 
Australia Bank Limited  
 
 

 
 

 


